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ロ

イ

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
イ
ロ
ハ
順
に
並
べ

て
言
葉
を
作
っ
て
下
さ
い
。

ヨ
コ
の
キ
ー

七
五
三
の
飴

１

香
り
の
強
い
ラ
ッ
パ
型
の
花

２

室
内
に
籠
も
っ
て
い
た
の
で
久

３

し
ぶ
り
に
―
―
に
触
れ
る

そ
の
度
ご
と
。

４

木
々
が
鮮
や
か
に
色
づ
く

5

立
す
い
の
○
○
も
な
い

8

如
意
棒
を
持
ち
筋
斗
雲
に
乗
る

10

月

日
―
―
感
謝
の
日

12

11

23

○
○
な
り
小
な
り

13

芸
能
の
歴
史
に
お
い
て
、
庶
民
に
愛

さ
れ
た
文
楽
や
歌
舞
伎
と
は
異
な
り
、

高
尚
な
趣
が
あ
っ
て
武
家
の
嗜
み(

た

し
な
み)

と
さ
れ
た
能
楽(

能
・
狂
言)

が
、
私
た
ち
の
郷
土
・
大
和
国
か
ら
発

展
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
余
り
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

南
北
朝
内
乱
期
か
ら
室
町
時
代
に
か

け
て
、｢

大
和
猿
楽
四
座｣(

宝
生
、
観
世
、

金
剛
、
金
春)

と
言
わ
れ
た
芸
能
者
集
団

が
大
和
盆
地
の
各
地
に
成
立
し
、
興
福

寺
、
春
日
大
社
な
ど
の
寺
社
の
仏
事
や

神
事
に
お
い
て
、
演
技
に
よ
る
活
発
な

奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
外
山(

と
び

桜
井
市)

の

｢

外
山
座｣

を
源
流
と
す
る｢

宝
生｣

、
結

崎(

ゆ
う
ざ
き

川
西
町)

の｢

結
崎
座｣

を
源
流
と
す
る｢

観
世｣

、
法
隆
寺
に
仕

え
た｢

坂
戸
座｣

(

さ
か
ど
ざ

斑
鳩
町)

か
ら
始
ま
る｢

金
剛｣

、
興
福
寺
で
最
初

に｢

薪
能｣

(

た
き
ぎ
の
う)

を
演
じ
た
と

さ
れ
る｢

円
満
井
座｣

(

え
ん
ま
ん
い
座

奈
良
市)

か
ら
始
ま
る｢

金
春｣

の｢

申
楽

(

猿
楽)

四
座｣

で
す
。
元
来
、｢

翁｣
(

お

き
な)

の
面
を
被
っ
て
舞
う｢

翁
舞｣

か

ら
始
ま
っ
た
猿
楽
は
、｢

物
ま
ね
の
芸｣

を
通
じ
て
写
実
性
を
強
め
、
次
第
に｢

滑

稽
味｣

や
演
劇
的
要
素
を
加
え
て
、｢

仮

面
劇｣

と
し
て
の
能
・
狂
言
へ
と
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
猿
楽
か
ら
芸
術

性
の
高
い
洗
練
さ
れ
た
今
日
の
能
楽
へ

の
発
展
に
最
も
貢
献
し
た
の
が
、
結
崎

座
の
観
阿
弥
清
次
と
世
阿
弥
元
清
の
父

子
で
し
た
。

観
阿
弥
、
世
阿
弥
は
大
和
に
止
ま
る

こ
と
な
く
京
都
に
進
出
し
、
室
町
幕
府

の
三
代
将
軍
・
足
利
義
満
の
庇
護
を
受

け
て
、
泥
臭
い
民
衆
的
な
猿
楽
を
貴
族

化
し
た
上
流
武
家
の
芸
能
へ
と
昇
華
さ

せ
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
、
田
楽
と
と

も
に
大
流
行
し
た
猿
楽
は
、
京
都
の
四

条
河
原
に
桟
敷
を
設
け
て｢

勧
進
能｣

を

催
し
、
貴
賤
を
問
わ
ず
観
客
か
ら
金
銭

を
取
っ
て
、
日
本
の
歴
史
上
で
最
初
の

プ
ロ
の
演
劇
集
団
と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
観
阿
弥
、
世
阿
弥
に
関
わ

る
少
し
ば
か
り
の
痕
跡
を
大
和
盆
地
の

中
心
部
に
あ
た
る
川
西
町
と
田
原
本
町

に
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
鉄
京

都
線
の
結
崎
駅
に
ほ
ど
近
い
寺
川
の
河

畔
に
あ
る｢

面
塚｣

(

観
世
流
二
十
四

世
・
観
世
左
近
氏
の
揮
毫
に
よ
る
石
碑)

が
そ
の
一
つ
で
す
。｢

結
崎｣

と
い
う
由

緒
あ
る
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
周
辺
が
観

阿
弥
、
世
阿
弥
の
結
崎
座
が
存
在
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
同
じ
く

近
鉄
京
都
線
笠
縫
駅
下
車
で
、
田
原
本

町
の
東
南
部
、
橿
原
市
、
桜
井
市
に
近

い
味
間(

あ
じ
ま)

の
集
落
に
あ
る｢

補

厳
寺｣

(

ふ
が
ん
じ)

と
い
う
曹
洞
宗(

禅

宗)

の
寺
院
で
す
。
補
厳
寺
は
興
福
寺
に

仕
え
た
大
和
武
士
・
十
市
氏
の
菩
提
寺

で
し
た
が
、
こ
こ
に
残
さ
れ
た｢

補
厳
寺

納
帳｣

に
は
世
阿
弥
と
そ
の
妻
の
法
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、
世
阿
弥
夫
妻
が
禅

宗
に
深
く
帰
依
し
て
、
こ
の
寺
で
得
度

し
た
と
さ
れ
、
観
世
流
の
能
楽
が
禅
宗

の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
土
着
性
の
強
い

｢

民
衆
の
芸
能｣

で
あ
っ
た
猿
楽
が
、
次

第
に
上
流
武
家
の
貴
族
性
を
帯
び
て
能

楽
へ
と
融
合
、
変
化
し
て
い
っ
た
緊
張

タ
テ
の
キ
ー

義
務
教
育
の
後
半
３
年
間

1

幸
せ
の
青
い
○
○

6

移
り
動
く
こ
と

7

○
○
せ
ぬ
出
来
事

8

実施日： (毎月第１木曜)

11 月５日、12 月３日(木)

午後１時３０分～

やまと法律事務所の
弁護士が担当します。

※必ず事前にお申し込み下さい。
（ご相談は3回まで）

☎０７４５（２２）２９８９

今
年
は
猛
暑
で
入
浴
は
シ
ャ

ワ
ー
で
す
ま
し
て
い
た
の
で
す

が
、
日
中
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
室

内
に
い
る
と
夜
に
足
の
冷
え
を

感
じ
バ
ス
タ
ブ
に
浸
か
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
体
が
心
か
ら
ほ
ぐ

れ
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。

(

喜
多
典
子
さ
ん)

介
護
豆
知
識
を
読
ん
で
筋
肉

量
と
代
謝
の
関
係
が
良
く
わ
か

り
ま
し
た
。
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取

を
心
が
け
、
毎
日
の
筋
ト
レ
を
始

め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

(

青
山
博
さ
ん)

こ
の
夏
の
猛
威
に
は
本
当
に

驚
き
、
今
年
が
特
別
で
は
な
く
、

今
後
日
本
や
世
界
の
気
候
は
こ

の
よ
う
に
す
す
ん
で
い
く
と
。
快

適
に
生
活
し
て
い
く
事
が
、
精
神

面
、
身
体
面
で
も
困
難
に
な
っ
て

い
く
世
の
中
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

を
生
き
る
若
者
、
子
ど
も
に
我
々

が
少
し
で
も
貢
献
し
な
い
と

な
ぁ
と
思
う
日
々
で
す
。

(

花
水
木
さ
ん)

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。｢

食
べ
て
元
気｣

の
レ
シ
ピ
を

参
考
に
す
る
事
が
多
い
で
す
。
サ

ン
マ
缶
炊
き
込
み
ご
飯
も
つ
く

り
ま
し
た
！

(

坂
井
幸
子
さ
ん)

町
火
消
が
用
い
た
旗
印

15

ヒ
レ
は
中
華
料
理
に

17

｢

国
破
山
河
在｣

の
詩
人

18
同
封
の
は
が
き
、
ま
た
は
官
製
は

が
き
に
答
え
と
ご
住
所
・
お
名
前
・
匿

名
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

書
い
て
ご
応
募
下
さ
い
。
ま
た
、
ご

意
見
・
ご
感
想
も
お
書
添
え
下
さ
い
。

抽
選
で
５
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
が
当

た
り
ま
す
。
応
募
締
め
切
り
は

月
11

日
で
す
。

号
の
正
解
は
【
ヒ

30

191

ガ
ン
バ
ナ
】
で
し
た
。
当
選
者
は
左

記
の
方
々
で
す
。

第

号(

応
募

通
、
正
解

通)

191

81

81

・
上
田
全
克

様

・
げ
が
ん

様

・
小
泉
加
代
子

様

・
中
村
武
司

様

・
増
田
和
美

様

○
○
は
○
○
、
う
ち
は
う
ち

9

何
も
建
っ
て
い
な
い
土
地

11

ノ
ッ
ク
―
―
、
コ
ス
ト
―
―

13

う
ど
ん
や
蕎
麦
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど

14

い
つ
も

○
○
朝
、
○
○
日

15

屋
根
裏
部
屋

16

早
起
き
は
三
文
の
○
○

18

愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡

19

そ
の
季
節
に
気
を
つ
け
る
こ

と
や
大
切
な
事
が
書
い
て
あ
り
、

と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
頭

の
体
操
に
は
じ
め
て
ク
イ
ズ
に

参
加
し
ま
し
た
。

(

浅
沼
達
雄
さ
ん)

こ
の
度
ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

｢

肝
臓
い
た
わ
り
コ
ー
ス｣

に
参

加
し
ま
す
。
三
日
坊
主
に
な
ら
な

い
よ
う
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
頑
張

り
ま
す
。｢

有
言
実
行｣

(

笑)

(

三
木
洋
一
さ
ん)

虎
列
刺(

コ
レ
ラ)

に
つ
い
て
身

近
な
所
に
史
料
が
残
っ
て
い
る

と
知
り
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

(

き
み
ね
こ
さ
ん)

感
の
中
に
、
芸
術
性
の

源
泉
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
度
、
観
阿
弥
、

世
阿
弥
の
足
跡
を
訪
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
。

長
ら
く
お
休
み
し
て
い
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

す
が
、
左
記
の
４
ヶ
所
か
ら
再
開
し
ま
す
。

＊
天
神
橋
筋
商
店
街

第
１
火
曜

時
～

10

＊
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ

第
２
火
曜

時
～

14

※

月
の
み
４
日(

第
１
火
曜)

11

＊
上
牧
片
岡
台
団
地

第
１
金
曜

時

分
～

10

30

＊
葛
城
市
相
撲
館

第
４
土
曜

時
～

10

そ
の
他
の
場
所
は
、
開
催
が
決
ま
り
次
第
、

紙
面
で
ご
案
内
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


